
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                                                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/17 の対県要請に

つづき、9/23～10/1

の期間、千葉父母懇と

千葉私教連は、共同で

県議会各会派との懇談

に取り組みました。自

民党から共産党まで、4

つの会派を訪問し、私

学の学費実態父母の思

い、補助の自治体間格

差、学校での教職員の

激務の状況などを伝え、

更なる拡充に向けての、

力添えを求めました。 

千葉独自のとりくみである5月学費滞納調査結果に驚かれ、学費へのコロナ禍のこれからの影響を心配し、年収別の学費負担状況を質問するなど、約束の時間を超えてまで、どの議員も真剣に熱心に訴えに耳

を傾けてくださりました。千葉の今年度の運動における重要な布石となる行動でした。 県向け署名の紹介議員となっていただき、請願採択につながる事が期待されます。 

 全全国国私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  （（事事務務局局：：全全国国私私教教連連））  

No.17  2020年10月5日（月） 

 

 


